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1 はじめに 

ナノカーボンは、基礎的な側面と新技術へ

の応用の両面から研究されている。特に、

カーボンピーポッドはナノテクノロジーの

産物であり、筒状の炭素の中に球状のフラ

ーレンが存在する興味深い炭素系材料であ

る[1]。 

ポリアニリンは代表的な導電性高分子の一

つであるポリアニリンの合成は水中で行う

ことが可能であるため、環境負荷が少な

い。 

本研究では、ナノカーボンの存在下でアニ

リンを重合することにより、フラーレンナ

ノカーボンとポリアニリンの複合体を作製

した。本研究は導電性高分子とナノカーボ

ン科学の発展につながる。しかし、複合体

の構造を同定するには赤外線吸収スペクト

ルだけでは不十分である。そこで、この結

晶性を評価することで、ポリアニリンおよ

びコンポジットの生成を確認することに至

った。高エネルギー加速器研究機構の放射

光 XRD を使用することで、詳細な構造ま

で同定できた [2]。 

2 実験・結果 

フラーレンナノチューブ、アニリン、硫酸

を水に溶かした溶液中に酸化剤であるペル

オキソ二硫酸アンモニウム(APS)を加え

0C で撹拌した。24 時間後、溶液を濾過

し、大量のメタノールで洗浄した後、真空

中で乾燥させた。宝石がちりばめられたよ

うなエメラルドグリーンの粉末が得られ

た。次に、BL-8B にて得られた粉末の微細

構造を確認した。ポリアニリンのシグナル

を確認するとともに、複合体中の炭素に由

来する回折も見出すことができた。以上か

らミクロ構造からなるポリマーアロイの生

成を確認できた。 

3 まとめ 

導電性高分子と炭素特性を有する複合体の

合成に成功した。生成物の構造同定をフォ

トンファクトリーBL-8B にて行った（課題

番号 2021G503）。この合成技術は新しい

電気磁気活性ソフトマテリアルを作り出す

ことが可能であり、高分子化学の発展に寄

与したと思われる。 
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